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１．経営分析ツール使用のメリット

 経営分析ツール（フレームワーク）経営分析ツール（フレームワーク）経営分析ツール（フレームワーク）経営分析ツール（フレームワーク）使って、自社の経営状態を分析す

る大きなメリットは以下になります。

①自社の現状を把握現状を把握現状を把握現状を把握や将来の在りたい姿（目標）将来の在りたい姿（目標）将来の在りたい姿（目標）将来の在りたい姿（目標）の作成が容易容易容易容易にでき

ます。

②現在の姿と将来の在りたい姿（目標）を認識することにより、その差を

埋めるためにやらなければならない事（経営戦略）が「見える化」（経営戦略）が「見える化」（経営戦略）が「見える化」（経営戦略）が「見える化」されま

す。

③この資料を使うことにより、自社内、金融機関、支援機関等自社内、金融機関、支援機関等自社内、金融機関、支援機関等自社内、金融機関、支援機関等への説明

が容易にでき、社内での方向性の一致社内での方向性の一致社内での方向性の一致社内での方向性の一致や融資、支援の依頼融資、支援の依頼融資、支援の依頼融資、支援の依頼がしやすく

なります。
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１．経営分析ツール使用のメリット

 ３つの分析ツールの違いと使い分け
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企画元企画元企画元企画元 目的目的目的目的 内容内容内容内容 備考備考備考備考

ローカローカローカローカ

ルベンルベンルベンルベン

チマーチマーチマーチマー

クククク

経済産

業省

企業の経営状態の把握（健

康診断）を行い、経営者や

支援者が経営状態を把握し、

双方が同じ目線で対話を行

うこと

①財務分析

②商流・業務フロー分析

③外部・内部環境分析

エクセルシート3
枚へ入力だけ

同業他社との財

務比較が可能

中短期計画

経営デ経営デ経営デ経営デ

ザインザインザインザイン

シートシートシートシート

内閣府

知的財

産戦略

推進事

務局

・環境変化を見据え、自社

や事業の「これまで」の理解

に基づき「これから」を構想

・将来を構想するためのフ

レームワーク

①企業理念、事業コンセプト

②これまでの価値創造仕組

③これからの価値創造仕組

④移行の戦略

エクセルシート1
枚で全てを俯瞰

知的財産の使用

も推薦

中長期計画

事業

価値を

高める

経営レ

ポート

中小企

業基盤

整備機

構

・従来のBSに記載されてい

ない無形資産＝知的資産の

活用して将来の戦略を作成

するためのレポート

・上記経営デザインシートと

同じ発想から作成される

①企業概要

②内部環境

③外部環境

④今後のビジョン

⑤価値創造のストーリー

知的資産経営報

告書作成に役立

つ

中長期計画
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ローカルベンチマーク

経済産業省



２．ローカルベンチマーク①

１１１１．概要．概要．概要．概要

 企業の経営状態の把握、いわゆる「健康診断」「健康診断」「健康診断」「健康診断」を行うツールとして、企業の企業の企業の企業の

経営者等や金融機関・支援機関等経営者等や金融機関・支援機関等経営者等や金融機関・支援機関等経営者等や金融機関・支援機関等が、企業の状態を把握し、双方が同じ目

線で対話を行うための基本的な枠組みであり、事業性評価の「入口」事業性評価の「入口」事業性評価の「入口」事業性評価の「入口」として

活用されることが期待されるものです。

 「参考ツール」を活用して、「財務情報」（「財務情報」（「財務情報」（「財務情報」（6つのつのつのつの指標）指標）指標）指標）と「非財務情報」（「非財務情報」（「非財務情報」（「非財務情報」（4つつつつ

のののの視点）視点）視点）視点）のデータを入力することにより、企業の経営状態を把握し、経営状

態の変化に早めに気付き、早期の対話や支援につなげていくものです。

 6つの指標：同業他社との比較が自動的にされます。同業他社との比較が自動的にされます。同業他社との比較が自動的にされます。同業他社との比較が自動的にされます。

 4つの視点：①経営者への着目、②関係者への着目、

③事業への着目、 ④内部管理体制への着目
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売上持続性 収益性 生産性 健全性 効率性 安全性



２．ローカルベンチマーク②

２．内容２．内容２．内容２．内容

 エクセルシート12枚⇒実質実質実質実質3枚枚枚枚

①財務分析入力シート①財務分析入力シート①財務分析入力シート①財務分析入力シート/財務分析結果シート：2枚

②非財務ヒアリングシート（商流・業務フロー②非財務ヒアリングシート（商流・業務フロー②非財務ヒアリングシート（商流・業務フロー②非財務ヒアリングシート（商流・業務フロー/4つのつのつのつの視点）：視点）：視点）：視点）：2枚枚枚枚

③参考データ（業種別、規模別各種データ）：8枚

 進め方

①財務入力シート財務入力シート財務入力シート財務入力シートに自社の財務状況を入力財務状況を入力財務状況を入力財務状況を入力する

②財務分析結果シート財務分析結果シート財務分析結果シート財務分析結果シートに6つの指標が算出される

③2種類の非財務ヒアリングシートに入力する

・自社内の業務フロー、商流フロー自社内の業務フロー、商流フロー自社内の業務フロー、商流フロー自社内の業務フロー、商流フローを記載して現状を把握

・自社を取りまく外部環境と自社の内部環境自社を取りまく外部環境と自社の内部環境自社を取りまく外部環境と自社の内部環境自社を取りまく外部環境と自社の内部環境のマッチングを把握

④上記の分析より、現状と将来の目標現状と将来の目標現状と将来の目標現状と将来の目標を認識し、課題と対応策課題と対応策課題と対応策課題と対応策を

検討する
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３．入力方法３．入力方法３．入力方法３．入力方法

（１）財務分析入力シート

２．ローカルベンチマーク③
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２．ローカルベンチマーク④

①基本入力情報

・会社名、住所、代表者名を記入。

・業種確認業種確認業種確認業種確認ボタンを教えて自社が

所属する大小分類大小分類大小分類大小分類を記入。Ｇ列

のプルダウンで選べます。

・従業員数、資本金従業員数、資本金従業員数、資本金従業員数、資本金を記入。

・事業規模事業規模事業規模事業規模を「参照 企業規模」

のシートを見て入力。

・そうすると同業他社の業績同業他社の業績同業他社の業績同業他社の業績が4

段階に分かれてみることが出来

ますので、自社の業績と比較で

きます。
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■中規模事業者̲1301̲観光業̲企業のランク基準指標 ⅳ ⅲ ⅱ ⅰ①売上増加率 -4.8% 0.9% 8.1% 20.0%②営業利益率 -2.5% 1.1% 5.4% 9.8%③労働生産性 -732(千円) 239(千円) 1,455(千円) 3,617(千円)④EBITDA有利⼦負債倍率 18.2(倍) 9.4(倍) 3.4(倍) 0.8(倍)⑤営業運転資本回転期間 1.5(ヶ月) 0.8(ヶ月) 0.2(ヶ月) -0.3(ヶ月)⑥⾃⼰資本⽐率 -6.3% 12.0% 36.5% 56.2%



２．ローカルベンチマーク⑤

②財務分析情報

・直近直近直近直近3年間の決算の数字年間の決算の数字年間の決算の数字年間の決算の数字

を入力。

・入力すると自動的に自動的に自動的に自動的に6つのつのつのつの

財務指数財務指数財務指数財務指数が計算されて表示

されます。

・全ページで説明のあった同同同同

業他社の数字と比較業他社の数字と比較業他社の数字と比較業他社の数字と比較できま

す。財務分析シートでグラフ

にて比較されています。

copyright©2019 nomoto partners all right reserved
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■財務分析⽤⼊⼒情報 ※⾦額の単位は千円最新決算期 前期決算期 前々期決算期決算年⽉ 2017年3⽉ 2016年3⽉ 2015年3⽉5,130,250 4,756,859 4,871,515前期売上高 4,756,859 4,871,515 4,932,102営業利益 15,000 -15,320 0減価償却費　※4 0 18,340 0現⾦・預⾦ 1,000 465,301 474,607受取手形　　 ※5 270,760 259,930 228,738売掛⾦　　 456,500 944,198 566,895棚卸資産 439,285 621,714 371,108負債合計 1,668,387 3,201,652 2,409,453支払手形　　 ※6 463,324 444,791 391,416買掛⾦ 373,206 258,278 315,284借⼊⾦ 　　 　※7 0 650,120 970,130純資産合計 912,793 70,281 771,128

売上高 項目 ⼊⼒欄

■算出結果 算出結果 点数 算出結果 点数 算出結果 点数7.8% 3 -2.4% 2 -1.2% 20.3% 2 -0.3% 2 0.0% 2500(千円) 3 -393(千円) 2 0(千円) 2-0.1(倍) 5 61.2(倍) 1 - 1⑤営業運転資本回転期間 0.8(ヶ月) 2 2.8(ヶ月) 1 1.1(ヶ月) 235.4% 3 2.1% 2 24.2% 3
2017年3⽉ 2016年3⽉

⑥⾃⼰資本⽐率 指標 2015年3⽉①売上増加率②営業利益率③労働生産性 ※8④EBITDA有利⼦負債倍率 ※9



２．ローカルベンチマーク⑥

③財務分析シート

・過去3年間の業績を同

業他社の業績と比較し、

過去三年間の数字を5点点点点

満点で評価満点で評価満点で評価満点で評価します。

・それにより同業他社と同業他社と同業他社と同業他社と

の比較の比較の比較の比較、自社内の自社内の自社内の自社内の3年間年間年間年間

での比較（前年比）での比較（前年比）での比較（前年比）での比較（前年比）ができ、

財務状況が把握できます。

・グラフにより一目で比較

を見ることもできます。

copyright©2019 nomoto partners all right reserved
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２．ローカルベンチマーク⑦

（２）商流・業務フロー

copyright©2019 nomoto partners all right reserved
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２．ローカルベンチマーク⑧

①製品製造、サービス提供における業務フローと差別化①製品製造、サービス提供における業務フローと差別化①製品製造、サービス提供における業務フローと差別化①製品製造、サービス提供における業務フローと差別化ポイントポイントポイントポイント

・以下の記入例のように、自社の業務を工程業務を工程業務を工程業務を工程ごとに分け、それぞれに、

事業内容事業内容事業内容事業内容と他社との差別化のポイント他社との差別化のポイント他社との差別化のポイント他社との差別化のポイントを記入。

・右端は、提供している商品、サービスのまとめ提供している商品、サービスのまとめ提供している商品、サービスのまとめ提供している商品、サービスのまとめと提供している価値の提供している価値の提供している価値の提供している価値の

まとめ（差別化の一番の理由）まとめ（差別化の一番の理由）まとめ（差別化の一番の理由）まとめ（差別化の一番の理由）を記入。
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２．ローカルベンチマーク⑨

②商流把握②商流把握②商流把握②商流把握

・仕入先、協力先、得意先、エンドユーザー仕入先、協力先、得意先、エンドユーザー仕入先、協力先、得意先、エンドユーザー仕入先、協力先、得意先、エンドユーザーの内容と自社が選んでいる自社が選んでいる自社が選んでいる自社が選んでいる

理由理由理由理由と自社が選ばれている理由自社が選ばれている理由自社が選ばれている理由自社が選ばれている理由を記入。

copyright©2019 nomoto partners all right reserved
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２．ローカルベンチマーク⑩

（３）４つの視点
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２．ローカルベンチマーク⑪

①経営者①経営者①経営者①経営者

・記入例を参考に（１）経営

理念・ビジョン・経営哲学・

考え・方針、（２）経営意欲、

（３）後継者の有無・育成状

況・承継のタイミング/関係
を記入。

②事業②事業②事業②事業

・同じく、（１）企業及び事業

沿革、（２）強み、（３）弱み、

（４）ＩＴに関する投資・活用

の状況、1時間当付加価値

（生産性）向上に向けた取

組を記入。 copyright©2019 nomoto partners all right reserved
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２．ローカルベンチマーク⑫

③企業を取り巻く環境・関係者③企業を取り巻く環境・関係者③企業を取り巻く環境・関係者③企業を取り巻く環境・関係者

・（１）市場動向・規模・シェアの

把握等、（２）顧客リピート率・新

規開拓等、（３）従業員定着率

等、（４）取引金融機関数・推移

等を記入。

④内部管理体制④内部管理体制④内部管理体制④内部管理体制

・（１）組織体制等、（２）事業計

画・経営計画の有無等、（３）研

究開発・商品開発の体制等、

（４）人材育成の取組状況等を

記入。

copyright©2019 nomoto partners all right reserved
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２．ローカルベンチマーク⑬

⑤現状認識⑤現状認識⑤現状認識⑤現状認識

・これまでの記入事項を元に現状認識をまとめます。

⑥将来目標⑥将来目標⑥将来目標⑥将来目標

・現状認識を元に中短期での目標を記入。

⑦課題・対応策⑦課題・対応策⑦課題・対応策⑦課題・対応策

・現状認識と将来目標の差を認識現状認識と将来目標の差を認識現状認識と将来目標の差を認識現状認識と将来目標の差を認識し、その差を埋めるための課題と対その差を埋めるための課題と対その差を埋めるための課題と対その差を埋めるための課題と対

応策応策応策応策を記入。

copyright©2019 nomoto partners all right reserved
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４４４４．ダウンロード元．ダウンロード元．ダウンロード元．ダウンロード元

以下の経済産業省のウェブサイトからダウンロードできます。

 https://www.meti.go.jp/policy/economy/keiei_innovatio
n/sangyokinyu/locaben/

２．ローカルベンチマーク⑭

copyright©2019 nomoto partners all right reserved
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最新のデー

タはこれです。

マニュアル

はこちらで

す。



経営デザインシート

内閣府 知的財産戦略推進事務局



３．経営デザインシート①

１１１１．概要．概要．概要．概要

 将来将来将来将来を構想を構想を構想を構想するための思考補助ツール（フレームワーク）思考補助ツール（フレームワーク）思考補助ツール（フレームワーク）思考補助ツール（フレームワーク）

 環境変化を耐え抜くためには長期ビジョン長期ビジョン長期ビジョン長期ビジョンが重要

⇒環境変化を見据え環境変化を見据え環境変化を見据え環境変化を見据え、自社や事業の「これ自社や事業の「これ自社や事業の「これ自社や事業の「これまでまでまでまで」の理解」の理解」の理解」の理解に基づき、

「これから」を構想「これから」を構想「これから」を構想「これから」を構想することが目的。

 環境変化に耐え抜き持続成長をするために、自社の事業の

（Ａ）存在意義を意識存在意義を意識存在意義を意識存在意義を意識した上で、

（Ｂ）「これまで」を把握「これまで」を把握「これまで」を把握「これまで」を把握し、

（Ｃ）長期的な視点で「これから」の在りたい姿を構想「これから」の在りたい姿を構想「これから」の在りたい姿を構想「これから」の在りたい姿を構想する、

（Ｄ）それに向けて今から何をすべきか戦略を策定戦略を策定戦略を策定戦略を策定するためにツール。

 企業経営における対話ツール企業経営における対話ツール企業経営における対話ツール企業経営における対話ツール

⇒ ①経営課題の気づき・整理、新事業の構想

②他社との連携促進

③事業承継
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３．経営デザインシート②

２．特徴２．特徴２．特徴２．特徴

 エクセルシートＡ３一枚で全体を俯瞰可能。４つのパーツにて構成。

 短い文章しか記入できないので、重要事項の整理に繋がります。

copyright©2019 nomoto partners all right reserved

22



３．経営デザインシート③

３３３３．記入方法．記入方法．記入方法．記入方法

 書けるところから記入。

 シートを埋めること自体が目的でなく、「これから」を構想し、実現す「これから」を構想し、実現す「これから」を構想し、実現す「これから」を構想し、実現す

ることが目的ることが目的ることが目的ることが目的。

 「これから」の構想をしながら記入

⇒構想を「見える化」しながら「磨き上げ」も意識する。

 財務的な実現可能性も配慮するが、こだわりすぎない。

 外部に開示する時は、

表現、範囲に注意。

 以下の3種類から選択

①全社用

②事業用

③事業が１つの企業用

copyright©2019 nomoto partners all right reserved

23



（１）企業理念/事業コンセプト

 自社についてまとめを記載します。

 企業理念や経営目的、それを達成するための経営方針を記入。

 事業が2つ以上ある企業は、全社用と事業用を記入して下さい。

３．経営デザインシート④
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（２）資源、ビジネスモデル、価値

 過去＆現在と将来の資源、ビジネスモデル、価値を記入。

 資源資源資源資源とは、社内のヒト、モノ、カネ、情報（ノウハウ）社内のヒト、モノ、カネ、情報（ノウハウ）社内のヒト、モノ、カネ、情報（ノウハウ）社内のヒト、モノ、カネ、情報（ノウハウ）と外部資源（知的

財産）です。

 価値価値価値価値は顧客に提供しているもので、提供する商品やサービスを使っ提供する商品やサービスを使っ提供する商品やサービスを使っ提供する商品やサービスを使っ

て顧客が得られるものて顧客が得られるものて顧客が得られるものて顧客が得られるものです。

 ビジネスビジネスビジネスビジネスモデルモデルモデルモデルは、その価値の提供する方法価値の提供する方法価値の提供する方法価値の提供する方法です。

 これまで（現状）の外部環境、弱み、提供先から得てきたもの、得るも

のも記入。

３．経営デザインシート⑤
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（３）「これから」の姿への移行のための戦略

 将来の姿になるまでの期間の外部環境変化を推測、記入。

 その外部環境下で将来の姿になるための課題を記入。

 課題解決のために必要な経営資源（人、モノ、カネ、情報/ノウハウ）
を記入。

 将来の姿に到達するための、対策を記入。

３．経営デザインシート⑥
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（４）作成補助シート

 経営デザインシートと作成時に役立つ４つの補助シートが付いてい

ます。

①全社レベルの戦略構築

 5年後の企業、事業の姿を

考える時に使います。

３．経営デザインシート⑦
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②全社レベルの資源の整理

 事業ごとにどんな経営資源が

あるかを調べる時に使います。

③ＳＷＯＴ分析

 自社の強み、弱み、外部環境

での機会（チャンス）や脅威

（ピンチ）を掴む時に使います。

３．経営デザインシート⑧
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④知財の活用

 知財（特許、商標等）の使用

を検討する時に使います。

３．経営デザインシート⑨
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３．経営デザインシート⑩
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４４４４．．．．ダインロード元ダインロード元ダインロード元ダインロード元

 以下の内閣府のウェブサイトからダウンロードできます。

 https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/keiei_design
/index.html

最新のデー

タはこれです。

マニュアル

はこちらで

す。

ここより以下

は事例がで

ています。



事業価値を高める経営レポート

中小企業基盤整備機構



４．事業価値を高める経営レポート①

１１１１．概要．概要．概要．概要

 知的資産知的資産知的資産知的資産に主眼を置いて作成する経営レポート。

 知的資産とは、企業における競争力の源泉である、人材、技術、技

能、知的財産（特許・ブランドなど）、組織力、経営理念、顧客との

ネットワークなど財務諸表には表れてこない経営資源財務諸表には表れてこない経営資源財務諸表には表れてこない経営資源財務諸表には表れてこない経営資源の総称です。

 知的資産を自社の強みとしてしっかりと把握し、活用することで業績

の向上に結び付ける経営を知的資産経営知的資産経営知的資産経営知的資産経営と呼びます。

 この知的資産経営を1枚にまとめたものが事業価値を高める経営レ事業価値を高める経営レ事業価値を高める経営レ事業価値を高める経営レ

ポートポートポートポートになり、さらに深堀して報告書形式にしたものが知的資産経営知的資産経営知的資産経営知的資産経営

報告書報告書報告書報告書となります。
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４．事業価値を高める経営レポート②

２．特徴２．特徴２．特徴２．特徴

 エクセルシートＡ３一枚で全体を俯瞰できます。

 短い文章しか記入できないので、重要事項の整理に繋がります。

 知的資産を「人的資産」、「構造資産」、「関係資産」、「その他」「人的資産」、「構造資産」、「関係資産」、「その他」「人的資産」、「構造資産」、「関係資産」、「その他」「人的資産」、「構造資産」、「関係資産」、「その他」に分

けて把握していきます。

 ベンチャー、マーケティング、人材育成、知的財産、事業承継、リレバ

ンなど特定の分野用のフォーマットもあります。
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４．事業価値を高める経営レポート②

２．特徴２．特徴２．特徴２．特徴
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４．事業価値を高める経営レポート③

３３３３．記入方法．記入方法．記入方法．記入方法

 ５つのステップに分かれています。

 各ステップとも、自社の知的資産を知る視点、自社の知的資産をまと

める視点からまとめます。

 ５つのステップ

①企業概要

②内部環境

③外部環境

④今後のビジョン

⑤価値創造のストーリー
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（１）企業概要

①キャッチフレーズ

・自社を一言で表した特徴。

読み手へのメッセージ

②企業概要

・代表者名、所在地、業務内容等

③沿革

・組織・商号変更、代表交代、移転・拠点

開設、関連会社設立、各種許可取得等

④経営理念

・経営ビジョン、企業の使命、業務指針

行動規範等

⑤受賞歴・許認可

・企業又は従業員の保有資格等も

４．事業価値を高める経営レポート④
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（２）内部環境ー業務の流れ

①業務の流れ

・各業務部門の工程とそれぞれの役割、

担当部署、行っている業務の概要等

②差別化できる取組

・各業務部門のいて、他社にはないユ

ニークな取組、顧客に価値を与える提供

物を生み出すために重視している取組等

③顧客提供価値

・顧客に選ばれる理由、顧客満足に繋

がっている顧客視点での評価要因

４．事業価値を高める経営レポート⑤
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（２）内部環境ー強み・弱み

①強みとその理由・背景

・強み：自社の「売り」となる要因や、自社

だからできる事、例：「～できる」

・理由・背景：「強み」を売り出す源泉にな

るものや事項など。

②弱み（経営課題）とその理由・背景

・弱み：自社の成功（成長）を阻害する要

因や、他社に劣っている事項

・理由・背景：「何故足りないか」、「何故

劣っているか」などの原因

４．事業価値を高める経営レポート⑥
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（３）外部環境

①機会

・自社と取り巻く業界や市場にとって、追

い風（プラス）になる情報や要因

②脅威

・自社を取り巻く業界や市場にとって、追

い風（マイナス）となる情報や要因

③優先順位

・戦略上、対応すべき優先順位

４．事業価値を高める経営レポート⑦
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（４）今後のビジョン（方針・戦略）

①今後のビジョン

・自社（または事業ごと）のビジョン・方

針・戦略またはありたい姿

②今後のビジョンを実現するための取

組

・上記ビジョン・方針・戦略、ありたい姿

を実現するために、会社が実施してい

く予定の主要な取組、または重要施策。

４．事業価値を高める経営レポート⑧
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（５）価値創造のストーリー

①知的資産

・知的資産（人的資産、構造資産、関係資産）とそ

の他の資産（提供する製品・サービスなどの成果

物や事業、実績、設備など、自社の優位性を説明

するたえに不可欠な経営資源などの情報）を記載

４．事業価値を高める経営レポート⑨
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・人的資産：人材（経営者、従業員）に関す

る強み

・構造資産：組織（仕組）に関する強み

・関係資産：社外へのつながりに関する強み

・KPI：戦略を実行する過程の進捗度合いを
示す客観的な指標

・KGI:戦略を実行した結果を示す客観的な

指標。今後のビジョンを実現するために目

標となる財務、非財務の客観的指標



（６）ベンチャー

 関係者への理解を深めること

で、足りない経営資源を補う

ために作成します。

４．事業価値を高める経営レポート⑩
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（７）リレーションシップバンキング

 財務諸表に現れない強みを伝え

ることで、取引金融機関との関

係を強化するために作成します。

４．事業価値を高める経営レポート⑪
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（８）事業承継

 円滑な承継が行われるよう、スケ

ジュールを明確にした上で、認識

ギャップを埋めるために作成しま

す。

 現経営者と後継者の間で、経営

環境の認識を合わせるとともに、

今後のビジョンや承継方針を共

有化できます。

４．事業価値を高める経営レポート⑫
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（８）事業承継

 事業承継マニュアルにも出てきます。

４．事業価値を高める経営レポート⑬
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（９）知的財産

 保有する知的財産の位置づけを再認

識し、管理・活用方法を決定、共有化

するために作成します。

 保有する知的財産を明らかにするだけ

ではなく、自社の経営における各財産

の位置づけを明らかにした上で、活用、

管理の方針やその体制を明示します。

４．事業価値を高める経営レポート⑭

copyright©2019 nomoto partners all right reserved

46



（１０）マーケティング

 如何にして自社製品（商品・サー

ビス）を顧客に認知してもらうかを

検討するために作成します。

 顧客（新規、既存）、更には金融機

関など社外関係者に自社とその

製品をより深く理解してもらうため

にも作成します。

４．事業価値を高める経営レポート⑮
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（１１）人材強化

 優秀な人材獲得と従業員の育成を

通じて、人的資源を強化するために

作成します。

 会社案内では伝えきれない強み

（魅力）を伝えることで、採用活動に

役立てます。また、人材育成方針は

取り組みを明示することは、従業員

の能力、意欲の向上にもつながりま

す。

４．事業価値を高める経営レポート⑯
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４．事業価値を高める経営レポート⑰
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４４４４．ダウンロード元．ダウンロード元．ダウンロード元．ダウンロード元

 以下の中小企業整備機構のウェブサイトからダウンロードできま

す。

 https://www.smrj.go.jp/tool/supporter/soft_asset1/in
dex.html

最新のデー

タはこれです。

マニュアル

はこちらで

す。

事例はこちらです。



５．まとめ①
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（１）３つの経営分析ツールの使い分け（１）３つの経営分析ツールの使い分け（１）３つの経営分析ツールの使い分け（１）３つの経営分析ツールの使い分け

 以下の３３３３つのステップつのステップつのステップつのステップで使いましょう。

①①①①自社の現状分析自社の現状分析自社の現状分析自社の現状分析

①現状の立ち位置の確認（事業、財務）

②現状の問題点、課題の抽出

⇒⇒⇒⇒ローカルベンチマークローカルベンチマークローカルベンチマークローカルベンチマーク

②②②②将来のための経営戦略作成将来のための経営戦略作成将来のための経営戦略作成将来のための経営戦略作成

①経営戦略作成

②事業承継戦略作成（特に財産ではない事業自体の承継）

⇒⇒⇒⇒経営デザインシート経営デザインシート経営デザインシート経営デザインシート/事業価値を高める経営レポート

＊経営デザインシートが金融機関等では使われる場合が多い。

＊知的資産経営に特化する場合は事業価値を高める経営レポート。



５．まとめ②
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③作成した資料を基に、社内、社外とコミュニケーションをとる。③作成した資料を基に、社内、社外とコミュニケーションをとる。③作成した資料を基に、社内、社外とコミュニケーションをとる。③作成した資料を基に、社内、社外とコミュニケーションをとる。

（２）事例集の活用（２）事例集の活用（２）事例集の活用（２）事例集の活用

 経営デザインシート、事業価値を高める経営レポートのウェブサイ

トに多くの活用事例が載っていますので、是非参考にして下さい。

ステップステップステップステップ1

ローカルベンローカルベンローカルベンローカルベン

チマークチマークチマークチマークで現で現で現で現

状分析状分析状分析状分析

ステップステップステップステップ2

経営デザイン経営デザイン経営デザイン経営デザイン

シートシートシートシートで将来で将来で将来で将来

プラン作成プラン作成プラン作成プラン作成

ステップステップステップステップ3

社内外とのコ社内外とのコ社内外とのコ社内外とのコ

ミュニケーミュニケーミュニケーミュニケー

ションションションション


